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性から 6つのフ ァミ リー（TRPC,TRPV, TRPM, 
TRPP, TRPML, TRPA）に分類されている（図1).
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性化機構にIUJしては， l般化ストレスによってミ トコ
ンドリアから産生した ADP－リボースが関与すると


























































低下を感知してその活性が増強された.'" TRPM 7 
は細胞の生存に必須な遺伝子であることが知られて
おり ， l •ll マウス個体での TRPM7 欠損は胎生致死で
ある．そこでウ イルスベクターを用いて，海馬の
TRPM7を特異的にノ ックダウンさせたところ， 神
経活動や長期増強(longterm potentiation ; L TP）な
どのシナプス可塑性に影響を与えることなく，脳虚





































































































TRPファミ リー の中で， TRPCl, TRPC 4, 
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